
30　 食　 物 〔(社) 日本家 政学 会

A 59　　　　　　　 食品申Vit≪血C の調理による影－I' ついて　（､第ヱ報ー ）

弘前犬煮 肴　・小ムセイ　　 東北女大家貳 赤田小もと.　薦S 文直

目的　 滴滴らは調菟その他によるVit.Cへの影響について、渡来の還 ﾃ乙゙雙（んk ）のみ で`な

< 挑V!t,C(TC)でm 討しなμ す必亭のあること1 提唱 し-'/'1 ＼ダロy 酸 り蹟 ）を除いたま

理的効系 のあ ろ アC り矢化について. % 一報 で゙ばを野菜 への御岑^ しで もみじおうし″

じ ついて後来の遺元翌のみのデ゙ 9  - い バ なヽり異なる即見を傅て報 告しre。～ふ報Lてお

いては一般疏泉癩の加熱獄作別によろ影響じ ついて大験 を行ない. 忠心 ま従来乙同じ頑伺

巻併だグ、TC  については残存率あく几軟的守支 である乙の結莱を碍だ。今回tまざらにそ

れに加えて輪入菓（ 羨東漸f 外 気ヤ 般長来類 などについて火験 巻加 応だ。

方法　 ＼乱C 見量 にはp叩 泳 が弗法であろが、この燭合口HA に生理的効歌のないo 町 も含

まれて測支されろのてし 凍希うがい? こ軟 告し瓦匹P  瓜 巴隋S  引 ﾍﾞﾘ ｼ丿゙ オみレイト つレ

(PTt ）を用しヽろ叩去t 併用し氏軟町簡易 に^哨 咆網吏すろこむができた・V 、叫A  からこ

れを表5け 真 に生痩的効泉 のわろVitXぶ ついて、調理に よろ影帯 を大験 した.

絡果 各氏 菜類 は 一殺しこ/lsAがヽらDHA への助じ ま急恚 で従禾の報 告ど｡同じ碩同t  碍だが

D片心 ま守定でD吟 への加水分解は緩慢であり 丁c は比較的守定のものがケしヽ。従。て帆（ﾝ

の調理しこよろ損 矢は促れの方えはど今くはrs いい えヽるレ

輪 入疾胤 順につい では。iSliり 狐和死い まぼ同じ襖向 で札 片。

褐 吏を起 す蓋凍頬ば、DHA  。生坂 が大了い。

A 60 雰奥にろヽける葉菜類 め鮮度禄持について
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目 的 葉 菜 類,j 野 凍 の 吽 で･も特 に鮮 度 ヵ心 下 レ や す く.  房え こ£･いT  ば ，冷 載M-  め 野 草

ｉ て-ヽの 低 温 保 存 が 一 檻 的 で･あ る 。 ネ 厠 もi　 客 庭 用 冷 蔵 庫 の 温 渡 み･i 吋 蓋友 ヵ･貯 鳶 中 の葉

英 類 の 品 質 に 及 ば す影 響 を諦 討 レ 鮮 友 携 持 に 肩 効^s 貯 蔵 粂 件 を知 る ご と を 目 的 と しr: ・

古 法　 丿 屎 類 と し て サ ラ ダM.  i 選w.  斌 度(    2 ，S  ,   2 °c） 乱i  ぴ
－ 良 いif

）･    io、20 / ，

m ）I  ￥ れ そ･れ 設 定 し/:  客 奥 用 電 気 冷し蔵 庫i  r  ショr ル 成 一3o6c&)  に･ ）日 間 保 存 レ.     0 .

4  . ･0 a 捜 に 品 質 許 価 しr;  . 品t は 。全 重 量,  全 フa  ロ フA   ル 奪 量 ，ま 元 型 ビ タ ミ ンc

^ よヽ ぴおf タ ミ>  c 晋 量 ・ 斌 す 牢-   λ･よ ぴヽ 官 能検 査 に よ り 評 価 しr い 官 能 験 査it  サ ラ ダ ま

め し λ れヽ･  黄 化.  いr: み に つ い てS' 軋 。ヌ 浅 次 にJt  り.  き ら に 生考 の 可 舌 の 判 光s  i予わ ぞ

n｡t 量 以ﾀ り ）測 光f､･ よ ひ瀋 能 検 査(J  サ ラr 濠 一林 のり ヽら4 ～7iic い 葉 外政Sl 恥 ヽμ。

鯖 莱R 温 度 と:湿;t  13.  r ラ ダ 栗・ 品 對 利 函項 目 の 測 支 値 心 秀 卜 影 響 い^ えr い 恣 戻

1: 湿 度 ・ 闇 が 欠 互 作 用 口 と･ の 測 淀 項8  r- つ い て む 見 ら れr;  ｶヽ，r: ， R 重 量 の 保 持(:(3,    低

温（2 °c ン; ら び に あ 湿 度（20  7. ） の瑕 境 ヵ哺 効 て･■画 っrこ 。⑦7 ロ ロ フ４ ル 音 量 は 高 湿 戻

て･り くｲ呆将 り

温（2  ’C  ）て･■-feﾉ よ く 保 将 き れft  . 遥 元 型v.c は 高 遥 度 て哺 意 に よ く 保 持 さ れ て い た ヵヽ ･ヽ

態y.  c  の 保 持 に ほ 湿 度 の影 響 ヵヽ ･ヽみ ら れO 旨 ヽ，T- 。くΞ）官 能 震 者 て･・3.  /A  這'■*■ら ひでit)  湿 度 の

理 境 て･保 為,き れT こii のi-ヽ≒ 外 観 の品 質i:  あi' て俊 れ て いr こ 。

以 よ の 結 栗X  ･) ネ 実 験 凍 伜 でli す ラ タ･噪 の 鮮 渡 は 高 湿 度,  低 追 てり く 保 符 さ れ　 庫 内 の

湿 度 を 高 め φ こ と の効 果 か･認 め ら れrこ 。


